
（別紙３）

～ 6年　12月　28日

（対象者数） 46 （回答者数） 25

～ 7年　1月　21日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

まだ取り組みができていない地域との連携をこれから強化し

ていきたい。近隣の福祉施設、児童館、小学校、幼稚園、保

育園などと連携をとり、理解を得た上でより幅広く、専門的

な療育支援を実施できるよう努力していきたい。

2

現在取り組んでいるように、積極的に研修に参加し自己研鑽

に励む。また、その研修の内容を共有し、情報共有を強化す

る。スタジオや社内でのOJTを強化していく。

3

スタジオ内に限らず、スタジオ間での交流を増やしていく

（現在社内療育士ミーティングとして実施）。また、OJTな

どお互いの研鑽や理解を深められるような機会を増やしてい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現状できることとしては、バリアフリーについての補助具な

どを購入できないか社内で検討していく。建物自体について

も、社内で検討していく上で、可能な範囲で改善を行ってい

けるよう努力する。

2

可能な範囲で、各関係機関や地域施設にあいさつ回りを実施

する。地域に自施設の取り組みを知ってもらえるよう、スタ

ジオ前の掲示板活用を検討する。また、外部向けのイベント

実施などを検討する。

3

実施場所を他スタジオなど、交通の便が良いところを選び工

夫する。また、イベント形式でご契約されている方のみなら

ず、そのきょうだい様や地域の方が参加できるようなプログ

ラムを考案し、実施できないか検討する。

4

現在、個人情報保護やセキュリティの観点からSNS等の利用

を控えてきたが、保護者の皆様が、いつでもどこでも閲覧が

可能なSNSが、それらの点に配慮しつつ活用できないか検討

する。また、通信については療育の様子が分かる(個人情報に

配慮しながら)ような内容を多めに発信していく。

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

情報発信力が弱い（発信しているが届かない）

情報発信については、現状はお知らせや通信を用いている。た

だし紙媒体のため、リアルタイムではないことと、近年のSNS

化と比べると遅れていることは事実。

療育のバリエーションが多い。

毎月、毎週、曜日ごとにプログラムを考案している。特に平日

は曜日ごとに特色あるプログラムを設定し、計画している。ま

た、土曜日・日曜日・祝日も様々なイベントを企画し、子供主

体で幅広い療育支援を行っている。

スタッフの専門性や経験値が高い。

利用者様がお困りの内容ごとに、ふさわしいスタッフが対応で

きるようにしている。発達や子育ての悩みについては心理士が

中心。学校などの教育保育施設は、有資格現場経験者が中心。

子育て全般においては、子育て経験豊富なスタッフが中心に対

応できる。

チームワークがいい。

スタジオ内で親睦を深めるための交流を行っている。また、研

修やOJTを積極的に行うことで、お互いを知り、高め合える関

係性をつくっている。意見を言い合える関係作り（ホメホメタ

イムなど）に努めている。

地域との連携

地域（自治会、学校、学童、園など）との連携が滞りなく実施

できるだけの仕組みが構築できていない。そのため地域施設や

関係機関の情報収集や、自施設の取り組みになどついて情報発

信することができていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援などのプログラム、家族やきょうだい児に対する支援

が行いたい。情報が伝わりにくい。

情報発信については、通信やお知らせにて行っている。事業所

の立地的にバスによる来所の必要。事業所周辺に案内できるコ

インパーキングが少ない。

○事業所名 ピタゴラ未来塾垂水

○保護者評価実施期間
6年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

バリアフリー

建物自体が以前まで障害福祉を受け持つ施設として運営してい

なかったために、バリアフリー化が進んでいないものとなって

いる。

7年　1月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
7年　1月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所における自己評価総括表公表


